
飲食店の節電対策は、ピーク時間帯（平日9時～20時）における
空調・照明・厨房機器等（給湯・冷蔵庫・ショーケース等）の
電力使用を見直すことが非常に効果的です。
※ピーク時間帯が営業時間外の場合でも、ピーク時間帯の節電にご協力ください。
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出典：資源エネルギー庁推計
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飲食店における電力需要カーブの事例1日の電気の使われ方
(夏期のピーク日)

24時間型・昼型・夜型など営業種
別により営業時間帯が異なり、外気
温や入客状況に応じて電力消費の
状況が大きく異なります。
営業時間外の消費電力は営業時
間の最大消費電力に比べ、10%
程度になります。

飲食店における用途別電力消費比率の事例
出典：資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳 (ピーク時:20時前後)

電力消費のうち、空調が約４６％、照明が
約２９%、厨房機器等（給湯･冷蔵庫・ショー
ケース等）で約2２%を占めます。
これらを合わせると電力消費の約97%を
占めるため、これらの分野における節電対
策は特に効果的です。 
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今年の夏期の電力ピーク期間・時間帯（7月～9月の平日9時～20時）

飲食店
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